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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成27年4月2日(2015.4.2)

【公表番号】特表2014-515825(P2014-515825A)
【公表日】平成26年7月3日(2014.7.3)
【年通号数】公開・登録公報2014-035
【出願番号】特願2014-505133(P2014-505133)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  27/00     (2006.01)
   Ｂ６４Ｆ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  29/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   27/00     　　　Ｚ
   Ｂ６４Ｆ    5/00     　　　Ｄ
   Ｇ０１Ｎ   29/04     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年2月9日(2015.2.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　接着構造体（３４）または複合材板状構造体（１０２）の硬化接着ライン（３２）の内
部における接着の完全性を監視するシステム（３０；１００）であって、該システムは：
　硬化接着ライン（３２）を有する接着構造体（３４）または複合材板状構造体（１０２
）であって、前記硬化接着ライン（３２）が：
　　接着剤層（５２）と、
　　前記接着剤層（５２）と一体化されるスクリムプライ層（５８）と、
　　前記スクリムプライ層（５８）と一体化される電力センサ網（６４）と、を含む、前
記接着構造体（３４）または複合材板状構造体（１０２）と、
　電力を前記電力センサ網（６４）に供給する電力供給装置（７４；１１６）と、
　データを前記電力センサ網（６４）から取り出し、そして処理するデジタルデータ通信
ネットワーク（７６；１１８）と、を備え、
　前記電力センサ網（６４）は、前記硬化接着ライン（３２）の内部における接着の完全
性を、前記硬化接着ライン（３２）の内部において直接的に測定される局所的動的応答及
び電気機械特性の変化を解釈することにより、要求に応じて監視し、　
　前記電力センサ網（６４）は、前記スクリムプライ層（５８）に一体化されたまたは上
に取り付けられ、かつ網状格子パターン（６８；７２）を該スクリムプライ層（５８）に
わたって形成した、アクティブセンサノード（６６ａ）または別個のアクティブセンサフ
ァイバ群（６６ｂ）の形態の複数の離間センサ素子（６６）を有し、
　前記センサ素子群は、超音波伝播及び電気機械インピーダンスに基づくモダリティを有
する、システム（３０；１００）。 
【請求項２】
　前記接着構造体（３４）は、複合材料、金属材料、または複合材料及び金属材料の組み
合わせにより形成される第１構造（３６）を含み、該第１構造は、複合材料、金属材料、
または複合材料及び金属材料の組み合わせにより形成される第２構造（４２）に接着され
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る、請求項１に記載のシステム（３０；１００）。
【請求項３】
　前記接着剤層（５２）は、エポキシ接着剤、ポリウレタン接着剤、及び変性アクリレー
ト系接着剤を含むグループから選択される材料を含む、請求項１に記載のシステム（３０
；１００）。
【請求項４】
　前記スクリムプライ層（５８）は、ナイロン繊維材料、ポリエステル繊維材料、及びガ
ラス繊維材料を含むグループから選択される材料を含む、請求項１に記載のシステム（３
０；１００）。
【請求項５】
　前記スクリムプライ層（５８）は多機能層であり、接着剤層（５２）及び接着ライン監
視システムの両方として機能する、請求項１に記載のシステム（３０；１００）。
【請求項６】
　前記電力供給装置（７４；１１６）及び前記デジタルデータ通信ネットワーク（７６；
１１８）は無線である、請求項１に記載のシステム（３０；１００）。
【請求項７】
　前記硬化接着ライン（３２）の内部において直接的に測定される前記局所的動的応答及
び電気機械特性は、接着界面剥離（９２）、弱接着（９４）、歪み状態、水分侵入、材料
変化、亀裂、ボイド、層間剥離、及び気泡を含むグループから選択される、請求項１に記
載のシステム（３０；１００）。
【請求項８】
　前記センサ要素（６６）が、スクリム材料からなる織布繊維層またはランダムマット繊
維層と一体化される、請求項１に記載のシステム（３０；１００）。
【請求項９】
　接着構造体（３４）または複合材板状構造体（１０２）の硬化接着ライン（３２）の内
部における接着の完全性を監視する方法（２００）であって、該方法は：
　硬化接着ライン（３２）を有する接着構造体（３４）または複合材板状構造体（１０２
）を設ける工程であって、前記硬化接着ライン（３２）が、接着剤層（５２）と、前記接
着剤層（５２）と一体化されるスクリムプライ層（５８）と、そして前記スクリムプライ
層（５８）と一体化される電力センサ網（６４）と、を含む、前記設ける工程と、
　電力センサ網（６４）を動作させて、前記硬化接着ライン（３２）の接着の完全性を、
前記硬化接着ライン（３２）の内部において直接的に測定される局所的動的応答及び電気
機械特性の変化を解釈することにより、要求に応じて監視する工程と、
　前記硬化接着ライン（３２）の接着の完全性に関するデータを、前記電力センサ網（６
４）からデジタルデータ通信ネットワーク（７６；１１８）を介して取り出し、そして処
理する工程とを含み
　前記電力センサ網（６４）は、前記スクリムプライ層（５８）に一体化されたまたは上
に取り付けられ、かつ網状格子パターン（６８；７２）を該スクリムプライ層（５８）に
わたって形成した、アクティブセンサノード（６６ａ）または別個のアクティブセンサフ
ァイバ群（６６ｂ）の形態の複数の離間センサ素子（６６）を有し、
前記センサ素子群は、超音波伝播及び電気機械インピーダンスに基づくモダリティを有す
る、方法（２００）。
【請求項１０】
　前記方法を用いて、航空機（１０）、宇宙船、航空宇宙ビークル、宇宙打ち上げ機、ロ
ケット、衛星、回転翼航空機、ウォータークラフト、ボート、列車、自動車、トラック、
バス、及び建築物における接着構造体の硬化接着ライン（３２）の内部での接着の完全性
を監視するために使用される、請求項９に記載の方法（２００）。
【請求項１１】
　前記硬化接着ライン（３２）の内部において直接的に測定される前記局所的動的応答及
び電気機械特性は、接着界面剥離（９２）、弱接着（９４）、歪み状態、水分侵入、材料
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変化、亀裂、ボイド、層間剥離、及び気泡を含むグループから選択される、請求項９に記
載の方法（２００）。
【請求項１２】
　前記デジタルデータ通信ネットワーク（７６；１１８）は無線である、請求項９に記載
の方法（２００）。
【請求項１３】
　前記接着構造体（３４）または複合材板状構造体（１０２）を設ける工程は、センサ素
子（６６）をスクリム材料からなる織布繊維層またはランダムマット繊維層と一体化する
ことを含む、請求項９に記載の方法（２００）。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　　本開示の多くの変形、及び他の実施形態は、本開示に関わり、かつこれまでの説明及
び関連する図面に示される教示の恩恵を受けるこの技術分野の当業者であれば想到するこ
とができるであろう。本明細書において記載される実施形態は、例示のために提示され、
限定的または網羅的に提示されるのではない。特定の用語を本明細書において用いている
が、これらの用語は、一般的及び記述的な意味でのみ用いられ、限定目的で用いられるも
のではない。
　また、本願は以下に記載する態様を含む。
（態様１）
　接着構造体の硬化接着ラインの内部における接着の完全性を監視するシステムであって
、該システムは：
　硬化接着ラインを有する接着構造体であって、前記硬化接着ラインが：
　　接着剤層と、
　　前記接着剤層と一体化されるスクリムプライ層と、
　　前記スクリムプライ層と一体化される電力センサ網と、を含む、前記接着構造体と、
　電力を前記電力センサ網に供給する電力供給装置と、
　データを前記電力センサ網から取り出し、そして処理するデジタルデータ通信ネットワ
ークと、を備え、
　前記電力センサ網は、前記硬化接着ラインの内部における接着の完全性を、前記硬化接
着ラインの内部において直接的に測定される局所的動的応答及び電気機械特性の変化を解
釈することにより、要求に応じて監視する、
システム。
（態様２）
　前記接着構造体は、複合材料、金属材料、または複合材料及び金属材料の組み合わせに
より形成される第１構造を含み、該第１構造は、複合材料、金属材料、または複合材料及
び金属材料の組み合わせにより形成される第２構造に接着される、態様１に記載のシステ
ム。
（態様３）
　前記接着剤層は、エポキシ接着剤、ポリウレタン接着剤、及び変性アクリレート系接着
剤を含むグループから選択される材料を含む、態様１に記載のシステム。
（態様４）
　前記スクリムプライ層は、ナイロン繊維材料、ポリエステル繊維材料、及びガラス繊維
材料を含むグループから選択される材料を含む、態様１に記載のシステム。
（態様５）
　前記スクリムプライ層は多機能層であり、接着剤層及び接着ライン監視システムの両方
として機能する、態様１に記載のシステム。
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（態様６）
　前記電力センサ網は、アクティブセンサノード群、個別感応性ワイヤ群、個別感応性フ
ァイバ群、感応性光ファイバワイヤ群、繊維を被覆する感応性被膜群、カーボンナノチュ
ーブ群、及びパッシブセンサ群を含むグループから選択される複数の離間センサ素子を含
む、態様１に記載のシステム。
（態様７）
　前記センサ素子群は、超音波伝播及び電気機械インピーダンスに基づくモダリティ（態
様）を有する、態様６に記載のシステム。
（態様８）
　前記電力供給装置及び前記デジタルデータ通信ネットワークは無線である、態様１に記
載のシステム。
（態様９）
　前記硬化接着ラインの内部において直接的に測定される前記局所的動的応答及び電気機
械特性は、接着界面剥離、弱接着、歪み状態、水分侵入、材料変化、亀裂、ボイド、層間
剥離、及び気泡を含むグループから選択される、態様１に記載のシステム。
（態様１０）
　複合材板状接着構造体の硬化接着ラインの内部における接着の完全性を監視するシステ
ムであって、該システムは：
　硬化接着ラインを有する複合材板状接着構造体であって、前記硬化接着ラインが：
　　接着剤層と、
　　前記接着剤層と一体化されるスクリムプライ層と、
　　前記スクリムプライ層と一体化される電力センサ網と、を含む、前記複合材板状接着
構造体と、
　電力を前記電力センサ網に供給する無線電力供給装置と、
　データを前記電力センサ網から取り出し、そして処理する無線デジタルデータ通信ネッ
トワークと、を備え、
　前記電力センサ網は、接着の完全性を、前記硬化接着ラインの内部において直接的に測
定される局所的動的応答及び電気機械特性の変化を解釈することにより、要求に応じて監
視する、
システム。
（態様１１）
　前記電力センサ網は、アクティブセンサノード群、個別感応性ワイヤ群、個別感応性フ
ァイバ群、感応性光ファイバワイヤ群、繊維を被覆する感応性被膜群、カーボンナノチュ
ーブ群、及びパッシブセンサ群を含むグループから選択される複数の離間センサ素子を含
む、態様１０に記載のシステム。
（態様１２）
　前記センサ素子群は、超音波伝播及び電気機械インピーダンスに基づくモダリティを有
する、態様１１に記載のシステム。
（態様１３）
　前記システムを用いて、航空機、宇宙船、航空宇宙ビークル、宇宙打ち上げ機、ロケッ
ト、衛星、回転翼航空機、ウォータークラフト、ボート、列車、自動車、トラック、バス
、及び建築物における複合材板状接着構造体の硬化接着ラインの内部での接着の完全性を
監視する、態様１０に記載のシステム。
（態様１４）
　前記硬化接着ラインの内部において直接的に測定される前記局所的動的応答及び電気機
械特性は、接着界面剥離、弱接着、歪み状態、水分侵入、材料変化、亀裂、ボイド、層間
剥離、及び気泡を含むグループから選択される、態様１０に記載のシステム。
（態様１５）
　接着構造体の硬化接着ラインの内部における接着の完全性を監視する方法であって、該
方法は：
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　硬化接着ラインを有する接着構造体を設ける工程であって、前記硬化接着ラインが、接
着剤層と、前記接着剤層と一体化されるスクリムプライ層と、そして前記スクリムプライ
層と一体化される電力センサ網と、を含む、前記設ける工程と、
　電力センサ網を動作させて、前記硬化接着ラインの接着の完全性を、前記硬化接着ライ
ンの内部において直接的に測定される局所的動的応答及び電気機械特性の変化を解釈する
ことにより、要求に応じて監視する工程と、
　前記硬化接着ラインの接着の完全性に関するデータを、前記電力センサ網からデジタル
データ通信ネットワークを介して取り出し、そして処理する工程と、
を含む、方法。
（態様１６）
　前記電力センサ網は、アクティブセンサノード群、個別感応性ワイヤ群、個別感応性フ
ァイバ群、感応性光ファイバワイヤ群、繊維を被覆する感応性被膜群、カーボンナノチュ
ーブ群、及びパッシブセンサ群を含むグループから選択される複数の離間センサ素子を含
む、態様１５に記載の方法。
（態様１７）
　前記センサ素子群は、超音波伝播及び電気機械インピーダンスに基づくモダリティを有
する、態様１６に記載の方法。
（態様１８）
　前記方法を用いて、航空機、宇宙船、航空宇宙ビークル、宇宙打ち上げ機、ロケット、
衛星、回転翼航空機、ウォータークラフト、ボート、列車、自動車、トラック、バス、及
び建築物における接着構造体の硬化接着ラインの内部での接着の完全性を監視する、態様
１５に記載の方法。
（態様１９）
　前記硬化接着ラインの内部において直接的に測定される前記局所的動的応答及び電気機
械特性は、接着界面剥離、弱接着、歪み状態、水分侵入、材料変化、亀裂、ボイド、層間
剥離、及び気泡を含むグループから選択される、態様１５に記載の方法。
（態様２０）
　前記デジタルデータ通信ネットワークは無線である、態様１５に記載の方法。
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